
 

 

 

断腸の思いと確かな光 

 新型コロナウイルスの感染が爆発的に広がる９月の初旬に，残念で

はありますが，２学期の大きな行事の一つ「合唱コンクール」を中止

する決断を下しました。「中学校で学ぶこと」は沢山ありますが，行

事の中で仲間との絆を深め，困難に立ち向かい，一つ一つ課題をクリ

アしていく過程を経験していくことはとても素晴らしい学びであり，かけがえのない想い出と

なります。しかし，現状ではあまりにも感染リスクが高いため，学校生活を止めないために中

止としました。夏休み前からクラスで曲を決め，指揮者や伴奏者を選び，コツコツとプレッシ

ャーのかかる中練習をしてくれていたことを想像すると，とても切ない思いになりました。指

揮者と伴奏者には体育館で詳しい経過を説明しました。そのあと，何人かの生徒が私に声を掛

けてくれました。「校長先生が謝る必要は無いよ。正しい決断だと思います。」と逆に慰めてく

れました。コロナ禍の中，失うものが沢山ある悲しみと同時に，生徒たちは私たちが想像する

よりも多くのことを感じ，そこから沢山のことを学んでくれていると確信し，胸が熱くなりま

した。 

「ありがとう」を言葉に出そう 

「ありがとう」という言葉は，もともと「有り難い」ということばで，柔らかく言うと「あ

りえへん」です。「普通にはそんなことがあるとは思えない」ほどのことが起こり，それに対

して「有り難き幸せ」とか「有り難きことに感謝」という言葉の前半だけが残り，「ありがと

う」になったと言われています。そして，このたった５文字にはとてつもない力が秘められて

います。「ありがとう」と言った本人にもいいことがあるし，「ありがとう」と言われた人にも

いいことがあります。どんないいことがあるかは，実践して感じてみよう。因みに，校長先生

はお昼休みに生徒から「ありがとう」って言われて，とても嬉しくなって，やる気が出ました。

そして，それを言ってくれた生徒のことを感謝の出来るいい

子だなあと思いました。 

 

 

 

心身ともに健康で， 

知・徳・体の調和のとれた生徒の育成 

～自ら学び考え，仲間と共に 

自己を高めようとする子どもの育成～ No.06 令和３年１０月 京都市立西賀茂中学校 



【１０月の行事予定】 

 


